
有機材料合成化学Ｂ（手塚担当分）・試験問題 

 

問１．以下の高分子 1.～5.についてア）～ウ）に答えよ。 

ア）モノマーおよびポリマーの化学構造を示せ。  

イ）開始剤・触媒および重合様式を明示して合成プロセスを説明せよ。   

ウ）それぞれの用途の例を示せ。 

1. Low-density Polyethylene (LDPE)  2. Isotactic-Polypropylene (PP) 

3. Poly(acrylonitrile) (PAN, Acrylics)  ４．Polycarbonate (PC) 

5. Ethylene-Vinyl Alcohol Copolymer (EVAL) 

 

問２． 

ア）イソブタンと四塩化炭素の混合物は 130℃で安定だが、少量の t-ブチ

ルパーオキシドを添加すると速やかに反応が生じる。この反応のメカニズムと

主要生成物を素反応を示して説明せよ。 

イ）ＡＩＢＮを開始剤とする塩化ビニルの重合反応について、重合反応の

素反応を示し、ラジカル重合の重合反応速度（Ｒｐ）と、モノマー濃度（Ｍ）お

よび開始剤濃度（Ｉ）との関係式を導け。また、動力学的連鎖長（ν）と生成物

の重合度（ＤＰ）との関係を、連鎖移動反応を考慮して説明せよ。 

 

問３． 

ア）スチレン（Ｍ１）とメタクリル酸メチル（Ｍ２）のラジカル共重合で、モノマー

の仕込み比（[M1]/[M2]）と、共重合中のモノマー成分組成比（ｄ[M1]/ｄ[M2]）

の関係を示す式を共重合素反応の生長反応速度定数（ｋ１１，ｋ１２，ｋ２１，ｋ２２）

を用いて表せ。 

イ）モノマー反応性比（ｒ1，ｒ2）を、（ｋ１１，ｋ１２，ｋ２１，ｋ２２）を用いて表せ。 

ウ）上のラジカル共重合では、ｒ1=0.５２、ｒ2=0.4６となった。スチレンとメタク

リル酸メチルを等モル量仕込んで行う共重合反応で得られる生成物の組成

およびモノマー単位の連鎖構造の特徴を説明せよ。 

 

以 上 


